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３ 要旨

パンや中華麺に用いられる小麦｢ゆきちから｣は、タンパク質含量が低く加工適性が安定しないことから、加工適性を向

上する栽培法が求められている。ここでは出穂期に尿素を用いた葉面散布が、子実タンパク質含量に対する効果を検討

した。

(1) 葉面散布は、窒素0.15ka/a（尿素3%液10L/a）を穂揃期と穂揃期後7日の2回と、窒素0.3ka/a（尿素6%液10L/a）を

穂揃期の1回散布で実施した。

(2) 葉面散布は、子実タンパク質含量の向上において、表面散布と同等からやや高い効果があった。

(3) 一回に窒素0.3kg/aを葉面散布すると、付着した葉に褐点や葉先枯れ症状がみられたが、収量・品質に影響は

みられなかった。
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図1 基肥と出穂期窒素追肥別の子実タンパク質含量

表1　耕種概要

表面追肥 kg/a 散布 使用 供試品種はゆきちから

穂揃期 穂揃期 穂揃後7日 方法 肥料 基肥窒素0、0.5、1.0kg/aでNo.1～3区を実施

1 無追肥 0.0 - - No.4区は基肥窒素1.0kg/aのみ実施

2 表面 0.3 表面 硫安 葉面散布は、0.15kg/aが尿素3%液10L/a、

3 葉面 0.15 0.15 葉面 尿素 0.3kg/aが尿素6%液10L/a散布

4 葉面2 0.3 葉面 尿素

No. 区名
葉面散布 kg/a


